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高
齢
者
は
投
票
所
が
遠

く
、
投
票
に
行
き
た
い
が
行

け
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

投
票
所
へ
バ
ス
の
送
迎
は
で

き
な
い
か
。

片
道
4
キ
ロ
程
歩
い
て
投

票
所
に
行
く
集
落
が
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
あ
り

歩
い
て
行
く
に
は
厳
し
い
状

況
で
、
タ
ク
シ
ー
で
は
行
け

な
い
し
、
他
人
の
車
で
行
く

と
選
挙
違
反
と
思
わ
れ
る
。

バ
ス
で
送
迎
が
で
き
な
い

か
。対

応
は
、
昨
年
度
、
統
合

を
行
っ
た
際
に
各
集
落
に
移

動
投
票
所
の
設
置
を
検
討
し

た
が
、
我
が
国
は
一
投
票
区

一
投
票
所
主
義
で
、
投
票
所

の
開
閉
時
間
等
の
制
約
が
あ

り
、
現
在
の
公
職
選
挙
法
で

は
移
動
投
票
所
は
想
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
法
を
改
正
し
な

い
限
り
困
難
で
あ
る
。

バ
ス
の
運
行
は
、
選
挙
の

性
質
上
、
全
集
落
を
対
象
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
基
準

作
り
が
大
変
と
な
る
。
県
に

問
い
合
わ
せ
も
し
た
が
、
全

国
的
に
も
例
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。

全
国
的
に
も
例
は
な
い

投
票
所
へ

バ
ス
で
送
迎
は
で
き
な
い
か

答

現
状
で
は
近
所
の
人
、
親

類
や
家
族
の
車
で
投
票
所
に

行
く
事
し
か
方
法
は
な
い
と

思
う
。

困
っ
た
人
が
い
れ
ば
、
手

厚
い
行
政
が
で
き
な
い
の

か
。
仁
淀
川
町
だ
け
バ
ス
の

運
行
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。
法
的
に
可
能
で

あ
れ
ば
前
向
き
に
検
討
し
、

町
民
の
心
を
く
ん
だ
行
政
は

で
き
な
い
か
、
も
う
一
度
答

弁
を
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
協
議

し
、
投
票
所
を
統
合
す
る
と

き
、
バ
ス
の
運
行
の
こ
と
も

協
議
し
た
。
精
一
杯
の
事
を

し
た
い
と
思
う
が
、
公
職
選

挙
法
と
い
う
厳
し
い
縛
り
が

あ
る
た
め
、
ご
理
解
を
。

21
年
度
中
に
全
町
で
受
信
可
能

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の対

応
は

答

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十

四
日
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
変
わ
る
。
住
民
は
ど

の
よ
う
な
準
備
が
必
要
か
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
く
な

る
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

町
は
、
対
策
を
と
っ
て
い

る
か
。

二
十
三
年
、
現
在
の
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
全
て
終
了
し
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
と
な
る
。

高
知
県
で
は
高
知
市
を
中

心
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

開
始
さ
れ
、
本
町
で
も
来
年

度
に
吾
川
中
継
局
が
、
再
来

年
度
に
は
池
川
、
仁
淀
中
継

局
が
整
備
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
に
は
、
テ
レ
ビ
を
デ

ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
に

す
る
か
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
テ
レ
ビ
に
付
け
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
共
聴
施

設
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
、
施
設
の
改
修
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ

き
勉
強
中
で
あ
り
、
そ
の
内

容
は
、
順
次
、
町
民
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
で
あ

問

西
森
久
雄

問

西
森
（
久
）

答

企
画
課
長

高齢者が増え、投票所までが難儀（期日前投票・名野川出張所）

答

総
務
課
長

問

岡
田
良
成

問

岡
　
田

答

総
務
課
長



活
用
さ
れ
て
な
い
、
町
有

地
や
建
物
が
な
い
か
。
利
活

用
が
望
め
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
更
地
に
し
、
借
地
で
あ

れ
ば
地
権
者
に
返
還
し
、
競

売
や
交
換
な
ど
の
方
策
は
。

三
地
区
二
千
三
百
万
円
余

り
の
借
地
料
が
町
財
政
に
と

っ
て
大
き
な
出
費
と
な
る

が
、
担
当
課
長
だ
け
で
な
く
、

町
長
、
副
町
長
も
足
を
運
び
、

地
権
者
に
理
解
を
求
め
る
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

財
産
台
帳
を
統
一
す
る
作

業
を
行
い
、
各
地
域
で
の
有

効
な
活
用
方
法
や
他
の
用
途

へ
の
変
更
を
検
討
し
て
い
る

が
、
競
売
や
交
換
の
処
分
も

随
時
行
っ
て
い
き
た
い
。

箱
物
に
は
、
起
債
、
補
助

金
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
た

め
簡
単
に
は
い
か
な
い
が
、

処
分
方
法
を
見
い
だ
し
た

い
。箱

物
は
新
た
な
施
設
と
し

て
の
活
用
の
検
討
を
行
い
、

土
地
は
、
利
用
の
可
能
性
が

な
い
場
合
、
借
地
の
代
替
地

と
し
て
の
活
用
や
売
却
の
検

討
も
行
う
。
交
換
・
売
買
は
、

地
権
者
と
粘
り
強
く
交
渉
す

る
。

仁
淀
の
旧
建
設
省
跡
地

は
、
不
動
産
鑑
定
士
の
評
価

も
出
て
お
り
、
議
会
終
了
後
、

話
し
合
い
を
予
定
し
て
い

る
。団

塊
の
世
代
の
大
量
退
職

時
代
を
迎
え
、
農
山
漁
村
へ

の
定
住
者
が
一
五
〇
万
人
、

二
地
域
居
住
者
が
三
〇
〇
万

人
増
加
す
る
と
政
府
は
見
込

み
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
金
を
用
意
し

て
い
る
。
事
業
を
先
取
り
し
、

農
地
付
住
宅
な
ど
を
情
報
発

信
し
、
一
年
で
も
住
ん
で
い

ず
れ
定
住
し
て
も
ら
う
事
業

や
、
政
策
が
必
要
と
考
え
る

が
。二

地
域
居
住
者
の
た
め
に

は
、
仁
淀
で
三
戸
、
池
川
で

は
五
戸
、
県
住
で
も
二
戸
の

空
き
家
が
あ
る
。
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れ
ば
良
い
が
、
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
接
続
し
な
く
て
は
い
け
な

い
テ
レ
ビ
は
、
チ
ュ
ー
ナ
ー

が
一
台
四
〜
五
万
円
位
す
る

と
思
う
。

国
、
県
の
補
助
は
な
い
も

の
か
。
一
世
帯
当
た
り
三
万

円
位
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

補
助
金
は
、
検
討
中
だ
が
、

国
の
補
助
制
度
が
は
っ
き
り

し
な
い
部
分
も
あ
る
。
制
度

が
固
ま
っ
た
ら
、
広
報
し
て

行
き
た
い
。

答

企
画
課
長

平成23年アナログ放送が終了する。中継予定地（桜）

答 努力する

借地の整理は

答

町
　
長

答
仁
淀
総
合
支
所
長

問

農
本
規
仁

答

総
務
課
長

旧建設省跡地（森）

二
地
域
居
住
者

へ
の
対
応
は

問

農
　
本

答

町
　
長



高
齢
化
社
会
を
ど
う
支
え

て
行
く
の
か
が
山
間
地
域
に

と
っ
て
最
大
の
課
題
だ
。
町

長
は
、
県
が
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る
高
知
県
を
六
つ
に

分
割
し
、
市
に
す
る
超
大
型

市
町
村
合
併
を
ど
う
思
う

か
。特

別
会
計
介
護
保
険
事
業

や
、
老
人
保
険
事
業
は
17
年

か
ら
19
年
の
二
カ
年
の
当
初

予
算
が
約
26
％
〜
29
％
の
伸

び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
で
十
年
先
を
考
え
る
と
膨

大
な
予
算
と
な
り
、
町
で
は

ま
か
な
い
き
れ
な
い
状
態
に

な
る
と
思
う
が
。

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

施
策
を
早
急
に
打
ち
立
て
、

財
源
の
一
部
と
し
て
、
伐
期

の
町
有
林
を
伐
採
し
活
用
し

て
は
ど
う
か
。
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杉
、
桧
は
植
え
過
ぎ
、
谷

川
の
水
が
枯
渇
し
、
魚
や
小

動
物
が
激
減
し
て
い
る
。
全

伐
す
る
事
で
自
然
環
境
が
甦

る
実
証
実
験
に
も
な
り
一
石

二
鳥
と
思
う
。

町
の
有
す
る
目
的
別
基
金

が
あ
る
が
、
将
来
を
見
す
え

た
構
想
を
早
急
に
樹
立
し
、

そ
れ
を
当
て
、
先
の
見
え
る

町
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い

か
。若

者
が
本
町
で
定
住
し
て

高
校
、
大
学
ま
で
進
学
で
き

安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

町
づ
く
り
。

Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン
の
希

望
者
を
受
け
入
れ
る
対
策
と

し
て一

、
奨
学
資
金
制
度
の
抜

本
的
見
直
し
。

二
、
土
地
付
一
戸
建
住
宅

の
建
築
。

三
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

専
従
班
の
設
置
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。県

の
合
併
構
想
だ
が
、
た

だ
合
併
し
大
き
く
な
り
、
そ

れ
で
良
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。

将
来
ど
の
よ
う
に
な
る
か

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。人

口
定
着
の
問
題
は
、
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
て
き

て
い
る
。
本
町
に
家
が
あ
り

な
が
ら
、
町
外
へ
住
居
を
移

し
、
通
勤
し
て
い
る
者
も
い

る
。土

地
付
の
家
を
構
え
た
ら

定
住
し
て
も
ら
え
る
か
、
簡

単
に
は
い
か
な
い
面
も
あ

る
。

町
有
林
は
千
ha
位
は
あ
る

が
、
金
に
な
る
所
は
多
く
は

な
い
と
思
う
。

基
金
は
、
町
の
財
政
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
有
効
活
用

を
考
え
て
い
る
が
、
特
に
地

域
振
興
基
金
は
、
活
用
方
法

を
早
期
に
計
画
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

奨
学
金
制
度
は
、
産
業
低

迷
に
依
り
、
奨
学
金
な
ど
の

利
用
を
検
討
す
る
家
庭
も
多

く
な
る
と
思
う
が
こ
れ
に
は

償
還
も
伴
う
。
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
場
合
、
返
済
免
除
な
ど
の

支
援
制
度
も
考
え
ら
れ
る

が
、
卒
業
後
、
ど
こ
に
就
職

し
、
居
住
す
る
か
、
諸
条
件

を
考
え
た
時
、
職
場
の
確
保

や
、
こ
の
町
に
住
み
た
く
な

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
施

策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
。人

口
激
減
は
国
全
体
の
事

だ
が
、
高
知
県
は
二
〇
三
五

年
に
は
六
十
万
人
を
割
る
試

算
が
出
て
い
る
。
そ
の
中
で

町
は
高
齢
者
比
率
が
す
で
に

四
七
％
を
越
え
て
い
る
。

高
齢
化
社
会
で
、
一
番
恐

れ
る
の
は
精
神
的
衰
退
と
停

滞
化
で
弱
っ
て
い
く
状
況

だ
。団

塊
の
世
代
の
大
量
退
職

に
伴
い
、
二
地
域
往
来
型
、

二
地
域
居
住
型
な
ど
、
都
市

と
田
舎
を
行
き
来
す
る
者
が

増
え
る
事
も
考
え
て
い
る
。

答

町
　
長

答

教
育
長

答

企
画
課
長

問

大
原
儀
郎

答 大きければ良いというも
のではない

大型合併どう考えるか

十
年
後
は

財
政
が
パ
ン
ク

町
有
林
を
伐
採

し
て

財
源
の
一
部
に

基
金
を
早
急
に

取
り
崩
し
て

三
つ
の
提
案

県
内
六
市
の
構
想

簡
単
に
は
い
か
な
い

伐
採
し
て
も

金
に
な
ら
な
い

基
金
は
急
い
で

活
用
す
る

魅
力
あ
る
町
づ

く
り
を
推
進

人
口
激
減

２
０
３
５
年

高
知
県
は

60
万
人
を
割
る
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事
故
の
現
場
検
証
や
裁
判

に
口
出
し
で
き
る
立
場
で
は

な
い
が
、
禁
固
一
年
四
月
の

実
刑
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
判

決
だ
。

和
解
交
渉
も
遅
れ
て
お

り
、
被
害
者
の
遺
族
が
仁
淀

川
町
を
相
手
に
民
事
訴
訟
を

起
こ
し
た
が
、
事
故
直
後
の

対
応
は
万
全
で
あ
っ
た
か
。

判
決
の
率
直
な
考
え
を
聞
き

た
い
。
ま
た
民
事
の
被
告
と

な
り
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応

を
と
る
の
か
。

事
故
の
報
を
聞
き
す
ぐ

に
、
代
替
バ
ス
の
手
配
と
保

護
者
へ
の
連
絡
を
行
っ
た
。

翌
日
遺
族
と
面
会
し
、
お

通
夜
、
葬
儀
に
参
列
し
た
。

そ
の
後
、
再
三
運
転
手
か
ら

遺
族
に
弔
意
を
伝
え
た
い
旨

の
お
願
い
も
し
た
が
、
そ
の

心
境
で
は
な
い
と
断
ら
れ
て

い
る
。

三
月
、
四
月
、
五
月
と
公

判
を
傍
聴
し
た
が
、
交
通
事

故
は
双
方
に
何
ら
か
の
過
失

が
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ

り
、
100
対
0
で
全
面
的
に
バ

ス
の
運
転
手
の
責
任
だ
と
い

う
今
回
の
判
決
に
は
正
直
驚

い
て
い
る
。
民
事
は
弁
護
士

と
相
談
し
、
早
期
解
決
に
向

け
て
対
応
す
る
。

過
失
割
合
い
が
100
対
0
の

交
通
事
故
な
ど
ま
ず
有
り
得

な
い
。
運
転
手
が
逮
捕
さ
れ

た
瞬
間
に
「
運
転
手
さ
ん
は

悪
く
な
い
。
止
ま
っ
て
い
た

バ
ス
に
バ
イ
ク
が
衝
突
し

た
。」
と
言
っ
て
泣
き
出
し

た
生
徒
も
い
た
と
聞
く
。

こ
の
生
徒
が
社
会
人
と
な

っ
た
と
き
、
世
の
善
悪
を
判

断
す
る
わ
が
国
最
高
峰
の
司

法
を
信
頼
で
き
る
人
間
に
成

長
さ
れ
る
か
疑
問
に
思
う
。

事
故
直
後
の
対
応
だ
が
、

教
育
長
は
現
場
へ
直
行
し
、

事
故
現
場
の
確
認
を
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

停
止
し
て
い
た
バ
ス
に
何

故
ブ
レ
ー
キ
痕
が
あ
る
の

か
。
た
と
え
急
ブ
レ
ー
キ
を

踏
ん
だ
と
し
て
も
時
速
5
〜

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
ブ
レ
ー

キ
痕
が
付
く
の
か
不
可
解
な

事
件
だ
。
通
常
ブ
レ
ー
キ
痕

は
数
カ
月
や
半
年
は
消
え
な

い
は
ず
だ
が
、
翌
日
現
場
で

ブ
レ
ー
キ
痕
の
確
認
を
し
た

か
。公

判
で
校
長
と
教
諭
が
証

言
台
に
立
ち
「
バ
ス
は
止
ま

っ
て
い
た
。
バ
ス
の
後
を
何

台
か
車
が
通
過
し
た
」
と
証

言
を
し
た
。
こ
の
証
言
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
判
決

を
聞
き
に
行
っ
た
が
驚
き
の

結
果
と
な
っ
た
。

「
バ
ス
は
止
ま
っ
て
い
た
」

と
証
言
し
た
方
達
は
一
体
な

ん
だ
っ
た
の
か
と
思
う
。

現
場
に
直
行
す
べ
き
だ
っ

た
と
反
省
を
し
て
い
る
。

当
時
は
ブ
レ
ー
キ
痕
が
問

題
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
が
、
翌
日
町
長
と
事
故
現

場
の
確
認
を
し
た
際
に
は
ブ

レ
ー
キ
痕
が
あ
っ
た
と
い
う

記
憶
は
な
い
。

判
決
で
は
「
運
転
手
に
反

省
が
な
い
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
運
転
手
は
反
省
し
、
四

十
九
日
ま
で
は
喪
に
服
し
外

出
も
せ
ず
、
行
政
処
分
に
も

納
得
は
で
き
な
い
が
全
て
受

け
入
れ
て
い
る
。
起
訴
さ
れ
、

検
察
庁
で
初
め
て
ブ
レ
ー
キ

痕
の
写
真
を
見
た
と
い
っ
て

い
る
。

天
下
の
警
察
が
ブ
レ
ー
キ

痕
を
捏
造
す
る
は
ず
は
な
い

が
、
事
件
当
夜
か
ら
翌
日
以

後
に
か
け
て
、
ブ
レ
ー
キ
痕

を
確
認
し
た
者
が
お
ら
ず
、

事
故
現
場
写
真
に
ブ
レ
ー
キ

痕
が
あ
る
の
か
不
思
議
に
思

う
。

100
対
0
の
悪
質
な
事
故
な

ら
、
陸
運
局
か
ら
何
ら
か
の

処
分
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
タ

ク
シ
ー
会
社
に
は
そ
れ
も
な

い
。目

撃
者
の
証
言
が
全
て
無

視
さ
れ
て
い
る
現
況
の
中
、

町
と
し
て
最
善
の
対
応
を
。

今
後
は
事
故
を
起
こ
さ
な

い
、
安
全
な
バ
ス
運
行
を
周

知
し
て
い
く
。

答

教
育
長

問

若
藤
敏
久

問

若
　
藤

ブ
レ
ー
キ
痕
は

確
認
し
た
か

問

若
　
藤

目
撃
者
の
証
言
が

無
視
さ
れ
て
い
る

答

教
育
長

ブ
レ
ー
キ
痕
を
確

認
し
た
記
憶
は
な

い

答

教
育
長

安
全
な
バ
ス
運
行

を
心
掛
け
る

答 驚いている

スクールバス事故

判決に口出しはできないが

対
応
の
マ
ズ
サ

校
長
の
証
言
は

何
だ
っ
た
の
か
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春
の
叙
勲
お
め
で
と
う

西
森
豊
作
氏
は
昭
和
三
十

八
年
仁
淀
村
議
会
議
員
に
当

選
以
来
二
十
四
年
余
そ
の
要

職
に
あ
り
議
長
等
を
歴
任
し

た
。
六
十
二
年
か
ら
は
八
年

間
仁
淀
村
長
の
職
に
あ
り
、

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し

た
功
績
が
多
大
で
あ
る
と
し

て
旭
日
小
綬
章
を
受
章
し

通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め

て
痛
感
し
て
い
る
。
補
償
交

渉
は
、
高
知
県
町
村
共
済
自

動
車
事
故
処
理
対
策
室
が
弁

護
士
に
依
頼
し
、
裁
判
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
対

策
室
や
弁
護
士
と
連
絡
を
密

に
し
、
対
応
に
あ
た
っ
て
い

き
た
い
。

税
の
収
納
状
況

現
年
度
課
税
分
の
収
納
額

は
、
約
五
億
五
千
万
円
で
収

納
率
は
99.2
％
県
下
で
は
上
位

に
入
る
高
い
徴
収
率
と
な
っ

て
い
る
が
、
滞
納
繰
越
額
は

一
千
万
円
を
超
え
て
お
り
、

税
負
担
の
均
衡
を
図
る
上
で

も
、
今
後
一
層
の
滞
納
整
理

を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

金
子
直
吉
翁
記
念
公
園

建
立
事
業
そ
の
後
の
状
況

金
子
氏
の
関
係
者
に
面
会

し
て
情
報
収
集
や
協
力
依
頼

が
重
要
と
判
断
し
、
金
子
氏

の
秘
書
を
務
め
た
松
下
重
男

氏
や
、
大
番
頭
で
あ
っ
た
柳

田
富
士
松
氏
の
孫
、
柳
田
辰

己
氏
に
会
い
、
重
要
な
情
報

を
得
た
。
今
後
は
、
金
子
氏

の
直
系
の
親
族
や
辰
己
会
の

会
長
鈴
木
春
男
氏
な
ど
関
係

者
に
会
い
、
情
報
収
集
と
と

めでとう
　清一氏（川口）が瑞宝双光章を受章－

諸般の報告　町長 藤 5 富士登

た
。藤

原
清
一
氏
は
、
昭
和
二

十
七
年
九
月
に
消
防
団
員
を

拝
命
以
来
、
五
十
三
年
余
、

大
崎
村
、
吾
川
村
及
び
仁
淀

川
町
の
団
員
と
し
て
活
躍
。

そ
の
間
、
大
崎
分
団
長
、

吾
川
村
消
防
団
長
、
初
代
の

仁
淀
川
町
消
防
団
長
を
歴
任

し
、
消
防
活
動
に
従
事
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
し
た
。

仁
淀
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
事
故
そ
の
後
の
経
過

事
故
に
よ
り
、
若
い
高
知

県
警
察
機
動
隊
の
巡
査
長
が

亡
く
な
っ
た
。

運
転
手
は
起
訴
さ
れ
六
月

七
日
に
判
決
が
お
り
た
。
交

　　　　（6月29日・池川中）
　　ってくれました。おじゃみも教えてくれました。
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備
を
設
置
し
宇
宙
電
波
観
測

所
と
な
る
こ
と
が
決
定
し

た
。
貴
重
な
地
域
資
源
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
、
可
能
な

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

実
験
事
業

本
年
度
よ
り
二
十
一
年
度

ま
で
の
実
証
試
験
に
向
け
、

準
備
が
整
い
、
四
月
よ
り
ガ

ス
化
発
電
並
び
に
ペ
レ
ッ
ト

製
造
設
備
の
運
転
が
始
ま
っ

て
い
る
。

九
月
頃
ま
で
稼
働
率
を

50
％
、
十
二
月
ま
で
に
100
％

の
予
定
。
五
月
十
八
日
関
係

者
約
七
十
人
が
出
席
し
火
入

れ
式
が
行
わ
れ
た
。
林
業
界

も
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
が
、
豊
富
な
森
林
資
源

を
活
か
し
た
環
境
づ
く
り
と

雇
用
の
場
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

環
境
先
進
地
企
業
と
の

協
働
の
森
づ
く
り
事
業

五
月
十
八
日
川
崎
重
工
業

㈱
及
び
カ
ワ
サ
キ
プ
ラ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
、
高
知
県
及

び
本
町
と
の
四
者
間
で
協
働

の
森
づ
く
り
事
業
協
定
締
結

式
が
行
わ
れ
、
二
十
一
年
度

ま
で
の
協
定
を
結
ん
だ
。

こ
の
事
業
は
京
都
議
定
書

に
よ
る

排
出
削
減
に
対
す

る
企
業
参
入
の
考
え
か
ら
、

今
後
三
年
間
に
両
社
か
ら
六

百
万
円
の
寄
付
で
長
坂
山
町

有
林
約
70
ha
の
環
境
整
備
と

定
期
的
な
森
林
体
験
並
び

に
、
町
民
と
の
交
流
を
図
る
。

春の叙勲お　
－西森豊作氏（森）が旭日小綬章を藤原　

も
に
、
実
行
委
員
会
の
設
立

に
向
け
準
備
を
進
め
た
い
。

し
も
な
の
郷その

後
の
状
況

発
足
以
来
二
年
余
り
経
過

し
た
が
、
黒
字
経
営
で
地
域

住
民
の
努
力
に
頭
が
下
が

る
。

し
も
な
の
郷
は
電
波
雑
音

の
少
な
い
環
境
の
良
さ
を
利

用
し
、
高
知
工
専
な
ど
関
係

者
に
よ
り
惑
星
な
ど
地
球
外

か
ら
来
る
宇
宙
電
波
の
観
測

が
、
数
年
前
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
研
究
者
の
間
で
は
有
名

な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
に
大
規
模
な
観
測
設

瓜瓜瓜瓜生生生生野野野野にににに行行行行っっっっててててききききままままししししたたたた　　　　　　　　　　　　

瓜生野のおばあちゃんたちが、朝早くから料理をつく　　　




